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0-2. 導入

３

瀬戸内海に位置する離島、「大崎上島町」

• 島は比較的小規模で、6,744人（2024年3月31日時点）が暮らす

• 主な産業は造船業、農業（柑橘類などの果樹栽培）、漁業、観光業。

• サイクリングや瀬戸内海の風景を楽しむ旅行者が多い

• 歴史的には江戸時代の港町として栄え、島内の古い神社や寺などの歴史的

な建物が観光資源となっている

• 地元の祭りや伝統行事が残っており、地域コミュニティの結びつきが強い

島の基本情報

私たちの基本情報

• 東京都と神奈川県で生まれ育ち、大崎上島へ移住して５年目の高校２年生

• 学校の地域に根ざした学習を通じて、地域の社会課題、地方創生に興味を持つ

• 将来は地方自治に関わる職を目指す

• 島内のイベントなどにも積極的に参加



0-3. 提案の要約

４

島でのつながりを再結させる“地域再区画化施策”

・自立した離島を活かす

・既存のインフラ（空き家や地区）の集約

・各地区内での生活/産業活動の完結

・各ステークホルダーをつなげる施策

課題 影響

• 人口減少と共に薄れつつある人の身近さ、
あたたかさという魅力の衰退

• 島内の生活・産業・行政の空洞化

大崎上島の “密度”の低下

• インフラの集結による物理的な距離の短縮

• 地区というミクロ的な視点での結束

• 島の魅力である“あたたかさ”の最大化へ

大崎上島の “密度”の維持・上昇



1-1. 大崎上島の魅力

５

• 世代を超えた活発な交流

• 自然環境 / 地域コミュニティへの愛着

• 留学生にも話しかけてくれる温かさ

【住民への魅力調査アンケート】
・n=12 ・10代〜60代
・移住者や定住者など多くの属性が対象
・2024年9月25日〜10月5日に収集

ビハーン
16歳/インドから移住

佐々木さん
68歳/大崎上島に定住

• 慣れ親しんだ環境 / つながり

• 活発な若者が多数いる「教育の島」

• 島内における不自由のない生活

定性調査 大崎上島の魅力

形成されてきた人のつながり・温かい地域コミュニティ



1-1. 大崎上島の魅力

６
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1-1. 大崎上島の魅力

７
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1-1. 大崎上島の魅力

８

第三次産業の成長/拡大・温かい地域コミュニティ

“人”のつながり 自立した離島
地域内経済 / 循環型経済の成立

大崎上島の魅力 大崎上島への影響



９

1-2. 大崎上島の課題

人口の推移 世帯の推移

●グラフから読み取れる課題

 人口の減少

 少子高齢化の進展

●グラフから読み取れる課題

 合計世帯数の急激な減少

 単独世帯の増加→核家族化の進展
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1-2. 大崎上島の課題

人口10万人あたり施設数 人口10万人あたり職員数

●グラフから読み取れる課題

 医療施設の偏り

 島内で完結しない医療

●グラフから読み取れる課題

 医師不足

 施設数との乖離
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1-2. 大崎上島の課題

土地利用の割合 種類別空き家数(2015年)

●グラフから読み取れる課題

 少ない宅地面積

 手入れの行き届かない自然環境の存在

●グラフから読み取れる課題

 多数の空き家の存在

 工事が必要な空き家の割合が高い
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1-2. 大崎上島の課題

どのような特色ある街づくりをすべきか

●グラフから読み取れる課題

 交通の弁が悪い

 福祉施設などのインフラへのアクセス

72.8%
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利用しやすい交通のまち

健康・福祉のまち

定住促進のまち

安心・安全のまち

環境保全のまち
• 行政施設 / 中心部へのアクセスが悪い

• バスの本数が少ない

• フェリーの時間 / 本数が限られている

【住民への課題調査アンケート】
・n=12 ・10代〜60代
・移住者や定住者など多くの属性が対象
・2024年9月25日〜10月5日に収集

りくた
17歳/北海道から移住

松浦さん
57歳/大崎上島に定住

• 介護施設へのアクセスが悪い

• デマンド型バスの予約方法が不明瞭

• 夜間のフェリーがないため不安

定性調査 大崎上島の課題

12



1-3. 2040年の大崎上島

推計人口
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・空き家の増加

・宅地面積の更なる減少

・医療/福祉の施設/職員数の減少

・産業の停滞

社会・経済規模の縮小

本土に依存した生活

・土地の面積は変わらず、人口が半減→人口密度の低下

・医療/福祉サービスをはじめとするインフラの維持困難

・島内における所得の獲得、医療、教育の機会減少

→島内の生活 / 産業 / 行政の空洞化・密度の低下

●人口減少の影響

●課題の進展

→物理的・経済的・社会的な

“密度の低下”
13



1-3. 2040年の大崎上島

物理的・経済的・社会的、すべての観点から

密度の低下

大崎上島の課題

本土への依存
産業基盤の脆弱化 / 文化の喪失

大崎上島への影響

第三次産業の成長/拡大・温かい地域コミュニティ

“人”のつながり

大崎上島の魅力

自立した離島
地域内経済 / 循環型経済の成立

大崎上島への影響
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瀬戸内 2040年

「結びの島」構想
in 大崎上島

OSAKIKAMIJIMA
MUSUBI NO SHIMA PLAN



3-1. 施策の概要

• 人口減少で薄れつつある人の身近さ、あたたかさを維持する

• 誰も取り残されない、包括的なコミュニティ形成（交通 / インフラ）

➡︎島に点在する超コンパクトシティ（地区/拠点）の実現

大崎上島の “密度”を維持する再区画化施策

16



3-1. 施策の概要

①住民：生活や文化の維持、労働と産業発展、自他共生コミュニティ

②企業/施設：経済の活性化、インフラの維持

③観光客：経済への刺激、地域情報の発信

１つの行政母体（町）の管理下で、形成される地区同士、

様々なステークホルダー同士の結びを形成する
※地区ごとの傾向によって産業構造やステークホルダーバランスには差異がある

17



3-2. 施策のイメージ（島や地区の概観）

2024年の姿

・空洞化解消のための再区画化による

高密度のインフラ整備
→移動困難な高齢者も十二分な生活が可能に

・増える空き家を民家や民泊に改修

・人口減少の中で限られた人や施設を集約化

することによる、地域コミュニテのあたた

かさの維持

施策を経た2040年の姿

・高齢者の増加と人口減少

→島における“空洞化”現象の露呈

・「人と人との繋がり」が魅力であ
る島の活力の衰退

・インフラ/住居の密度低による
交通アクセスの不便さ

・高齢者の移動困難

18



産業インフラ

3-3. 施策における地区の役割

島を構成する小コミュニティ

生活
インフラ

【大串地区の例】
・人口: 800人 ・海岸沿い
・県立中高を構える地区

大串地区の生活圏拡大図

大串地区のインフラの地理的配置

19

・病院 ・スーパー ・理髪店 ・バス停
・学校 ・飲食店 ・民泊 などの基礎生活インフラ

・海水浴場 ・老人ホーム ・町議会 ・ホテル
・図書館 ・農協 ・港などの地区ごとのインフラ＋



3-3. 施策における地区の役割

4次メッシュ人口(2020年) 定性調査. 各地区のイメージ

20

【住民への各地区のイメージアンケート】
・n=6 ・10代〜30代
・2024年9月27日〜10月5日に収集

住宅地
中心部

水産業

観光業

行政

農業

宅地

宅地



3-3. 施策における地区の役割

７つの島に点在する地区とその特徴 / 役割

📍大串

📍木江

📍明石
📍沖浦

📍中野

📍東野

📍原田

21

中野地区 生活・インフラの拠点

ー最大生活圏を共に構成する学校や商業施設などの公共施設

原田地区 農業の拠点

ー山間の強みを活かす段々畑式の農業拠点

木江地区 観光業の拠点

ー温泉旅館やサイクリングコース、民泊を中心とする観光拠点

東野地区 行政ビジネス・交通の拠点

ー町役場・議会・企業に加え、港が集中する拠点

沖浦地区 生活・水産業の拠点

ー沿岸部に位置する牡蠣養殖業をはじめ農業を営む漁師の拠点

明石地区 生活・交通の拠点

ー高齢者が多く多くの住民が暮らす拠点、港を擁する

大串地区 生活・観光業の拠点

ーキャンプ場があり幅広い世代が生活を営むことが魅力



3-4. ペルソナ（地域住民）

若年家族

・小林家（４人家族）

・30代夫婦、幼児2人

・再区画地区に移住予定

・夫妻ともにリモートワーク

・自然と生活費に魅力

高齢者

・高橋健吾（75歳）

・妻と２人暮らし / 子供は上京

・地域の元農家

・島内の自宅で長年暮らすが、

生活の便を考えて移住予定

22

●地区/島に果たす役割
 地域の伝統や文化を守り、次世代に伝える

 長年の農業経験で得た技術を地元農家や若者に対して還元

 地域の福祉サービスを利用と他の高齢者の支援の両立

●他のステークホルダーとのつながり
 住民：若い家族や移住者と積極的に交流を図り、

地元の知識や過去の見聞を共有

 企業/公共施設：元の商店やサービスを定期的に利用する

ことで、地域経済を支える一端に

●地区/島に果たす役割
 移住者として島の人口増加に直接寄与

 コミュニティに新しい価値観を持ち込み、活性化を促進

 子どもたちが地元の保育園や学校に通うことで、

地域の教育施設の維持や拡大が可能に

●他のステークホルダーとのつながり
 住民：高齢者から地域の伝統や知識を学びながら、若い世

代が地域の持続可能な発展に寄与していく関係の構築

 観光客：SNSなどを用いた島暮らしの発信による魅力向上



3-4. ペルソナ（地域住民）
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IT系企業

・田中弘毅（35歳）

・島内の小さなIT企業の社長

・妻と小学生の娘と暮らす

・島の中心部にオフィスを構える

・地域に根ざしたビジネスを志す

観光客

・中村健太（42歳）

・妻子供と広島市で３人

暮らしのサラリーマン

・趣味はサイクリング

・休日に友達と来島

●地区/島に果たす役割
 島内のイベントやワークショップを開催し、地域住民や観

光客に向けてITに関する知識を共有

 IT企業を通じて地域住民やビジネスオーナーとのネット

ワークを構築し、情報共有や協力関係を築く

●地区/島に果たす役割
 民泊に宿泊する際に、地元の飲食店や観光施設を利用する

ため、観光業に直接的な経済効果

 民泊のホストや他の宿泊客との交流を通じて、

地元の人々との関係を築く

●他のステークホルダーとのつながり
 住民：高齢者を対象としたスマホ教室の実施など

 企業 / 公共施設：デジタルツールやプラットフォームの導

入を提案し、ビジネスの効率化を図る

●他のステークホルダーとのつながり
 住民：民泊のホストや他の住民と一緒に

地域のイベントに参加し地域の伝統や文化を体験

 企業 / 公共施設：宿泊中に地元の飲食店や商店を利用し、

地域経済を支える消費者に



3-5. 実現可能性（大崎上島の潜在的な特徴）

P8 / P11

 空き家や道路交通などの

インフラ

 島内にばらける７つの地

区（密度は低）

 空き家改修に関わる前例

と、多くの知見

P4

 豊かな自然の観光資源

 特産品や地域ブランドの

存在

 田舎故の落ち着き

P12

 コミュニティの繋がりを

活かす地域農業という方

法

 安定して伸びる第三次産

業の付加価値

既存のインフラ

産業構造観光需要
２

1

３

24



3-5. 実現可能性（他の自治体での成功例）

小規模地区でのインフラ集約を目標とする大崎上島にも十分可能

成功の要因

・インフラの集約

・交通ネットワークの改善

・住宅集約と再配置

・高齢者向けの住宅政策の並行

大崎上島との違い

・点在する地区の存在
ー１箇所に集約しない自治体形成

・主要交通手段の違い

・自治体規模の違い
ー地区あたり数百人の比較的小規模な組成

in 栃木県宇都宮市
人口減少や高齢化に伴う、都市機能の効率的な維持を目指した

コンパクトシティ化政策を進める。

25



3-6. 経済的合理性（利益） ※あくまで概算

費用

💡大崎上島町の年間予算のうち、土木費・農林水産業費を

「結びの島構想」の予算に編入。公共施設整備費や広報など
は別途予算より / デマンドバス特別予算などは現状通り別途

7.2 
2.6 

75.9 

土木費 農林水産業費 その他

2025年〜2040年の年間10億円を投入：約150億円

費用削減のため、既存のインフラや空き家を
有効活用し、観光・生活資源へと転換させる

・住宅改修費用

・公道の維持/整備費

・上下水道整備費

・観光コミュニティ施設の整備費

・環境整備費など

2040年の区画化完成に向けた計画的なインフラ構築と区画整備の推進に向けた経済的補給

大規模な予算が必要であるが、様々な資金調達を通じてある程度は補強可能

26

資金調達の方法

①町予算 ※左図で補足

ー地方税収や地方交付金の活用
ー特定財源の活用（

②国からの助成金
ー地方創生推進交付金
ー地域再生法に基づく支援金

③民間の投資誘致
ー外部企業の誘致
ーPPP（公民連携事業）の推進
ークラウドファンディング



3-6. 経済的合理性（利益） ※あくまで概算

2040年の区画化完成に向けた計画的なインフラ構築と区画整備の推進に向けた経済的補給

収益

住民/地域の効用

観光収益 家賃収入
2040年以降の町営住宅想定

：800世帯
大崎上島における平均家賃/月

：約5万円

約4億8000万円/年

2010年の観光客数：7.6万人
1人あたりの観光消費額＠島

：約6741円

2040年以降の目標観光客数

：10万人

約6800万円/年

・繋がりの強い、高密度のコミュニティの構築による
住民の生活満足度の向上

・コミュニティでの産業構築による、労働生産性の向上

約5.5億円/年＋住民/地域の効用
費用を償却できるほどの大きな効用が見込めるのか

観光客の誘致や家賃収入での費用回収は見込めるが費用の完全回収は非現実的
一方で想定される公共の福祉、住民や地域の効用は絶大

27

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



3-7. 施策の運営体制

中核組織
“大崎上島結びの島推進委員会”

行政組織

“大崎上島町”

地区組織

“地区運営協議会”

島全体の施策推進を統括する運営組織

•施策の全体計画策定と進捗管理
•資金調達（補助金申請、投資の誘致）
•ステークホルダー間の調整と連携促進

機能

役割

各地区の施策実行のための地域運営組織

•地区のニーズに応じた計画の作成
•地域コミュニティの維持・活性化
•地域資源を活用した施策運営

機能

役割

施策の基盤を整え計画実現の支援組織

•長期的なビジョンの策定
•法規制の整備（都市計画の変更など）
•公共施設の整備やインフラ維持管理

機能

役割

施策の効率的運用のため、各規模に応じた機関を組織

28



3-8. 施策の展開と発展

1
フェーズ 2

フェーズ 3
フェーズ 4

フェーズ

2025

2030

2035

2040

15年間の整備

計画の始動と基盤づくり

インフラ整備と実施段階

施策の定着と方針の改良

持続可能な体制の確立

・住民 / 企業の参加促進

・協力体制の構築

・地域資源の再評価

・各地域の再整備計画の立案

・高齢者向け住宅の建設

→住居の集約化

・商業 / 福祉エリアの整備

→経済のインフラを形成

・企業誘致の促進、地域密着化

・公共施設、企業の拡充

→世代を超えた住民の結束

・各地区を跨ぐ交通手段の確立

・多様な経済基盤

・継続的に企業を誘致する体制

・教育 / 人材育成の環境の完備

・本土との物流の強化

「未来を結ぶ、島をつなぐ
大崎上島2040年ビジョン」

段階的なフェーズに分け、
その一連の発展にストーリーを持たせる

29



4-1. 施策がもたらす効果（一般論）

y = 0.0469x + 1.7805
1.7

1.8

1.9

2

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

4 5 6 7 8 9 10

労
働
生
産
性
（
対
数
）

人口密度（対数）

ln y = ln 0.0469x + 1.7805

y = eln 0.0469x+1.7805

= eln 0.0469xe1.7805 = 5.930.0469x

人口密度が高くなることに伴い、労働生産性が向上する(国土交通省, n.d.)

労
働
生
産
性

人口密度
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4-1. 施策がもたらす効果（定量調査）

31

定量調査 コンパクトシティの効果

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

その他

緑地や農地の市街化の保全

インフラ集約と経済・地域活動の活発化

公共交通機関の利便性向上

社会インフラの維持管理の負荷低減

高齢者を中心とした移動困難の解消

コンパクトシティの効果の認識 (n=2138)

資料）国土交通省「国民意識調査」

３つの効果
・公共公益施設へのアクセスの

簡易化

・インフラの費用削減

・コミュニティの活性化



4-1. 施策がもたらす効果（定性調査）

多数の肯定的な声 / 費用を償却できるほどの大きな効用 / 明るい展望
32

定性調査 コンパクトシティに関連するSNS投稿のワードクラウド
ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



4-2. 各ステークホルダーの関係性・影響

物理的距離の縮まりが各ステークホルダー同士の繋がり・結びを再強化する

33



4-3. 2040年の大崎上島の姿

OSAKIKAMIJIMA

MUSUBI NO SHIMA PLAN

人口減少と高齢化で失われつつあった、島の魅力
「コミュニティと人々のあたたかさ」を

インフラの集約化によって維持・発展させる

34

企業誘致で
産業基盤を
多様化

観光と地域資源
で新たな
価値創出

若年家族の
移住促進で
地域再生

医療施設の
集約化で
サービス充実

島内産業の
連携強化で
経済を活性化

高齢者の
移動支援で
住みやすさ向上

空き家の活用で
コミュニティが

再編

コミュニティ
密度を高めて
交流促進

行政と住民の身
近な協力関係

多世代交流が
島のつながり
を再強化
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6-1. アペンディックス

定量調査 大崎上島に住み続けたいか

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらかといえば住み続けたくない 住みたくない 無回答



2025 2030 2035 2040

７つの地区それぞれに独立したコンパクトシティ・コミュニティを形成させる最終ゴール

計画スタートと基盤づくり インフラ整備と実施段階 施策の定着と見直し
最終的な成果と
持続可能体制の確立

目
標

住民

住民の意識啓発と参加を
促し、施策に対する理解を
深める。

高齢者向け住宅の建
設、空き家の改修を進
め、地区ごとに住居の集
約化を開始する。

公共施設や企業などと
連携し、イベントを企画
したり、世代を超えた住
民同士の結束を促す。

世代を超えた地区での共
存、持続可能な生活が可能
なコミュニティを完成

企業

企業の参加を促し、協力
体制を構築する

商業エリアや医療福祉
施設の整備を進め、地域
経済のインフラを形成。

企業の誘致を促進させ、
地域との繋がりを強化さ
せる。

地域を形成するインフラ
として、経済的に独立し持
続可能な成長を実現する。

観光地

地域資源の再評価と、各
地区ごとの再整備計画を立
案させる。

宿泊施設や観光地など
第三次産業の関係者への
連携、協力を促す。

観光地としての最低限
の機能を確立させ、地域
と一体感を持たせる。

観光施設の利用者数を拡
大し、地域経済の柱として
の観光産業を確立する。

6-1. アペンディックス



定性調査 コンパクトシティに関連するSNS投稿の共起キーワード

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

6-1. アペンディックス



定性調査 コンパクトシティに関連するSNS投稿の階層的クラスタリング

ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

6-1. アペンディックス

以下のリンクより、詳細を見ることができます
https://textmining.userlocal.jp/results/mKeCxzmdrniqVqBmrdUiyDq95C5E8iYs




